
























をCe3+ィォン内遷移 2T2g(5d)- 2F5/2･ 2F5/2(4f)に同定したo 他方,励起スペクト
ルには, SrS:Ce3+では433nm付近に, SrSe:Ce3+では430nm付近に励起帯を観測し,
これについてもCe3+ィォン内遷移 2F5/2(4f)- 2T2g(5d)に同定したo この他 母体結
晶の基礎吸収帯のあるエネルギー領域 (≦350nm)には,母体結晶からCe3+ィォン発光中
心-のエネルギー伝達に起因する励起帯も観測された｡
これらの発光帯と励起帯のフォノン構造を解析することにより,4f軌道に対する結晶場定
数 Ⅴ｡(I),v6(f)と4f軌道および5d軌道に対するスピンー軌道相互作用の定数それぞれCf,
Cdの値を決定した｡
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